
みなさんの暮らしと
つながっています。

はまだ
議会だより
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6
今回はこれがポイント!

総額９億1,813万円の補正予算を可決
６月定例会議では、市長提出議案12件、議会提出議案１件、請願４件（うち１件は３月からの継続）に
ついて審議しました。
地方自治法により議会に付議される事件として、工事請負契約の締結については「市道日脚治和線（周布橋）
橋梁上部工事」を、「新たに生じた土地の確認」では原井町の公有水面埋立地を審議しました。令和６年
度浜田市一般会計補正予算（第２号）では、「低所得者支援及び定額減税補足給付金給付事業　５億2,120
万６千円」「水道未普及地域において小規模水道施設（共同施設）から個別の飲用井戸に切り替えを行う
者に対する支援　5,040万円」「道路・学校施設等の緊急的な修繕等に伴う事業費　１億４,800万円」「浜
田駅周辺エリア賑わい創出に向けた現状分析及び調査に係る事業費　370万７千円」が計上され、全ての
議案を全会一致で可決しました。また、一般質問では、５月に開催した地域井戸端会で市民の皆さんから
伺った内容を質問する場面もありました。

トピックス

生
活
環
境
や
学
校
な
ど

公
共
施
設
長
寿
命
化
へ
補
正
予
算

問
緊
急
的
な
修
繕
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の

理
由
は
何
で
す
か
？

答
道
路
修
繕
な
ど
に
関

し
て
、
地
域
協
議
会

な
ど
で
の
市
民
の
ご
意
見
に

対
し
て
き
め
細
や
か
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
、
通
学
路

の
区
画
線
劣
化
な
ど
の
意
見

に
も
対
応
す
る
た
め
平
時
と

異
な
る
措
置
を
緊
急
的
と
表

現
し
て
い
ま
す
。

問
要
望
事
項
な
ど
は
こ

れ
ま
で
も
積
み
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
当
初

予
算
に
組
み
込
ん
で
も
良

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

緊
急
の
理
由
は
何
で
す
か
？

市
道
・
農
林
道
・
学
校
施

設
な
ど
に
お
い
て
、
地
域

や
学
校
か
ら
要
望
を
受
け

て
い
る
箇
所
や
修
繕
の
必

要
性
は
あ
る
が
例
年
の
突

発
修
繕
経
費
で
は
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

り
、
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

施
設
の
修
繕
な
ど
を
行
い

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る

た
め
、新
規
事
業「
道
路
・

学
校
施
設
等
の
緊
急
的
な

修
繕
等
に
伴
う
調
整
」

が
、
令
和
６
年
度
と
７
年

度
の
複
数
年
度
事
業
と
し

て
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

総
事
業
費
は
２
億
９
，，６

０
０
万
円
で
令
和
６
年
、

７
年
と
も
１
億
４
，，８
０

０
万
円
と
な
り
、
住
民
生

活
に
密
接
し
た
施
設
（
農

道
・
林
道
維
持
修
繕
、
公

共
土
木
施
設
整
備
、
ふ
る

さ
と
か
い
て
き
道
整
備
、

河
川
浚
渫
、
教
育
環
境
整

備
）
の
事
業
が
緊
急
的
・

集
中
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

答
新
年
度
に
な
り
、
市

長
が
出
席
し
た
地
域

協
議
会
や
交
通
安
全
関
係
の

会
議
、
市
長
直
行
便
な
ど
で

要
望
が
上
が
り
、
何
と
か
緊

急
的
に
で
き
な
い
か
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
令
和
５
年
度
の

決
算
が
黒
字
で
剰
余
金
が
予

測
さ
れ
、
そ
の
剰
余
金
を
積

む
財
政
調
整
基
金
や
市
民
生

活
安
定
基
金
、
公
共
施
設
長

寿
命
化
基
金
に
つ
い
て
も
あ

る
程
度
積
み
立
て
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
剰
余
金
の

一
部
を
使
っ
て
緊
急
的
な
も

の
を
実
施
す
る
よ
う
市
長
協

議
で
対
応
を
決
め
ま
し
た
。

●農道・林道維持修繕
　（総事業費8,400万円）

　…舗装、側溝、区画線など
●公共土木施設整備

　（総事業費4,600万円）
　…市道の側溝、区画線など
●ふるさとかいてき道整備

　（総事業費９千万円）
　…市道の舗装補修
●河川緊急浚渫

　（総事業費400万円）　
　…河川堆積土砂の撤去
●教育環境整備

　（総事業費7,200万円）
　…学校施設の営繕要望箇所

及び突発修繕

事業の内容
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６月定例会議で賛否が分かれた議案および動議は以下の
とおりです。各議員の賛否や、請願、陳情審査結果、討
論などの詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

議案等の賛否の公開

令和６年６月　●定例会議●　市長提出議案12件　議会提出議案１件

請願・陳情について審査しました 請願４件 陳情９件

請願の内容 提出者 結果など
郷土資料館の建設場所検討に関する請願
について

國分　俊幸
三浦　英俊 継続審査

治和町３ー１町内住民利用の主要道路の
整備促進に関する請願について

治和町３ー１町内会
会長　牛尾　修二

関係道路利用住民代表　有田　憲二
採択

学校給食の自然塩（天然塩）使用の請願
について

コドモミライいわみ浜田
代表　宮田　麗子 継続審査

訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、
介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める意見書の提出について

島根県自治体労働組合総連合
執行委員長　塩冶　隆彦

しまね介護福祉ユニオンBONDS
執行委員長　石田　忍

継続審査

議案番号など 議案名など 賛成 反対

請願第10号 治和町３ー１町内住民利用の主要道路の整備促進に関する請願
について

19 １ 牛尾

動　　　議
請願第11号　学校給食の自然塩（天然塩）使用の請願について、
継続審査、総務文教委員会への再付託を求める動議について

12 ８
大谷、村武、小川、
布施、岡本、芦谷、
永見、田畑

動
議請

願
第
11
号　

学

校
給
食
の
自
然
塩

（
天
然
塩
）
使
用
の

請
願
に
つ
い
て
、

継
続
審
査
、
総
務

文
教
委
員
会
へ
の

再
付
託
を
求
め
る

動
議
に
つ
い
て

　
賛
成村

木
　
勝
也

　
賛
成沖

田
　
真
治

　
反
対大

谷
　
学
　

討
論
と
は
、
会
議
終

了
日
の
表
決
前
に
、

議
案
な
ど
へ
の
賛
成
・

反
対
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
で
す
。

請願第11号は、学校給食の調理すべてに「精製塩」ではなく「天然塩」を使用することを求める内容です。
この請願の審査を付託された総務文教委員会では、執行部から聞き取りを行い、現在学校給食で使用されている食塩は、
精製塩と天然塩の中間に当たる「再生加工塩」であり、ミネラルが含まれていること、現在の再生加工塩の購入費は年
間４万４千円だが、浜田の天然塩にかえた場合は130万円から140万円になり、市外の天然塩にした場合は約10万円だ
が外国産になること、仮に購入費が増えた場合は給食費で負担することを確認した上で、賛成多数でこの請願を可決す
べきものと決定しました。
しかし、その後の本会議で、この請願の継続審査と総務文教委員会への再付託を求める動議が議員から提出されました（提
出者：三浦大紀、賛成者：村木勝也）。この請願は今後の学校給食の考え方につながる重要な問題提起であり、更なる事
実確認と調査を要するというこの動議が賛成多数で可決されたため、結論を持ち越し、総務文教委員会で引き続き調査
を行うこととなりました。
※動議とは、議会の進行や手続きに関して議員から議会に対して行われる提議で、議会の議決が必要なもの。

請願第11号に関する動議が提出され本会議で可決
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Q
小
規
模
農
家
は
高
額
な
機

械
購
入
費
用
で
廃
業
の
岐
路

に
あ
る
。
支
援
策
は
。

A
耕
作
放
棄
地
阻
止
の
た
め

の
補
助
金
が
必
要
で
、
若
者

に
は
上
乗
せ
制
度
を
考
え
て

い
る
。

Q
中
規
模
農
家
は
諸
費
用
の

前
払
い
に
苦
し
ん
で
い
る
し
、

後
継
者
問
題
に
悪
影
響
が
あ

る
。
対
策
は
。

A
Ｊ
Ａ
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

支
払
い
に
つ
い
て
は
相
談
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
や
有
機

農
業
で
収
益
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
八
戸
川
漁
協
を
支
援
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
資
源
に

・
旧
周
布
川
漁
協
立
ち
上
げ

・
美
川
小
学
校
避
難
路
問
題

・
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引

き
下
げ
問
題
を
市
長
会
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い

浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

19人が
個人一般
質問

Q
子
ど
も
食
堂
の
報
道
か
ら
、

浜
田
市
の
状
況
は
。

A
開
設
団
体
は
８
団
体
。
食

事
の
提
供
を
行
い
な
が
ら
体

験
活
動
や
多
世
代
の
交
流
の

場
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

市
独
自
の
補
助
金
や
他
の
助

成
金
、
情
報
提
供
な
ど
支
援

を
し
て
い
る
。
ま
た
事
業
所

や
ス
ー
パ
ー
、
農
家
や
個
人

な
ど
食
材
提
供
の
支
援
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

Q
支
え
合
う
地
域
と
し
て
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
す

活
動
は
大
切
で
あ
る
。
課
題

の
一
つ
に
支
援
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
届
い
て
い
な
い
背
景

が
あ
る
。
広
く
市
民
に
認
知

し
て
い
た
だ
き
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
状
況
づ
く
り
に
協

力
支
援
を
求
め
た
い
が
。

A
市
と
し
て
積
極
的
に
情
報

発
信
や
そ
の
他
支
援
を
し
て

い
く
。

牛尾 昭

岡本 正友

佐々木 豊治

すべての人に健康と福祉を

どうする食料安全保障確保への農業政策は

セーフティネット活動の子ども食堂に支援

ひきこもり対策としての積極支援を

Q
ひ
き
こ
も
り
対
象
者
の
実

態
把
握
の
た
め
、
市
独
自
の

実
態
調
査
に
取
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
現
在
の
調
査
は
県
に
よ
る

民
生
委
員
の
情
報
に
よ
る
も

の
だ
が
、
専
門
職
と
の
連
携

な
ど
で
市
独
自
の
把
握
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Q
対
策
は
相
談
支
援
な
ど
の

「
待
ち
」
の
対
応
が
主
体
だ
が

先
進
事
例
に
倣
い
、
案
内
チ

ラ
シ
な
ど
を
手
に
訪
問
に
出

向
く
積
極
支
援
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

A
ひ
き
こ
も
り
の
方
が
自
立

で
き
る
よ
う
自
宅
訪
問
や
外

出
同
行
も
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
必
要
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
推
進
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
高
齢
化
し
た
農
家
の
支
援

・
遠
方
の
交
通
事
業
加
算

・
草
刈
り
報
償
費
加
算
制
度

・
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
対
策

04
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Q
妊
娠
後
、
お
子
様
を
死
産

な
ど
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
悲

し
み
は
計
り
知
れ
な
い
。
当

事
者
に
寄
り
添
う
意
味
で
、

死
産
届
が
出
た
際
に
、
本
人

の
同
意
を
得
て
総
合
窓
口
課

か
ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
情
報
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

AA
対
応
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。

Q
市
の
担
当
職
員
な
ど
が
周

産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
関
す

る
研
修
を
行
っ
て
い
る
か
。

AA
各
種
支
援
に
必
要
な
研
修

は
受
講
し
て
い
る
。
今
後
周

産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
特
化

し
た
研
修
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
受
講
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
介
護
予
防
の
通
い
の
場
な

ど
の
現
状
把
握

・
学
校
や
山
び
こ
学
級
に
通

え
て
い
な
い
児
童
の
把
握

大谷 学

田畑 敬二

村武 まゆみ

川神 裕司

新型コロナ感染症対応の検証を教訓に

医療センターのＰＥＴ-ＣＴ機器は更新すべき

周産期グリーフケアの充実を！

地域医療の崩壊回避は最重点課題!

Q
５
類
感
染
症
に
移
行
す
る

５
類
感
染
症
に
移
行
す
る

ま
で
の
状
況
は
？

ま
で
の
状
況
は
？

AA
令
和
２
年
９
月
以
降
の
感

令
和
２
年
９
月
以
降
の
感

染
者
数
は
１
２
，５
０
１
人
。

染
者
数
は
１
２
，５
０
１
人
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
は
？

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
は
？

AA
接
種
率
は
県
内
で
も
高
く

接
種
率
は
県
内
で
も
高
く

円
滑
に
実
施
で
き
た
。

円
滑
に
実
施
で
き
た
。

Q
泉
大
津
市
は
任
意
接
種
の

泉
大
津
市
は
任
意
接
種
の

観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

観
点
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

国
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お

国
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お

け
る
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
検
討

け
る
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
検
討

部
会
で
報
告
さ
れ
た
接
種
後

部
会
で
報
告
さ
れ
た
接
種
後

の
重
症
化
率
や
死
亡
数
を
掲

の
重
症
化
率
や
死
亡
数
を
掲

載
し
て
接
種
リ
ス
ク
に
対
す

載
し
て
接
種
リ
ス
ク
に
対
す

る
情
報
も
発
信
。
ま
た
、
接

る
情
報
も
発
信
。
ま
た
、
接

種
後
の
副
反
応
も
市
民
ア
ン

種
後
の
副
反
応
も
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
そ
の
結

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
そ
の
結

果
を
公
開
し
て
い
た
が
？

果
を
公
開
し
て
い
た
が
？

AA
泉
大
津
市
の
例
は
次
な
る

泉
大
津
市
の
例
は
次
な
る

感
染
症
対
応
に
向
け
て
参
考

感
染
症
対
応
に
向
け
て
参
考

に
し
た
い
。

に
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
学
校
の
一
斉
休
校
、
市
民

活
動
、
差
別
・
中
傷
、
後

遺
症
対
応
な
ど

Q
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
設
置

時
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
を
導
入

し
た
際
の
支
援
金
額
は
？

AA
高
度
医
療
機
器
整
備
の
目

的
で
浜
田
市
と
島
根
県
で
そ

れ
ぞ
れ
１
億
円
、
浜
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
３
千
万

円
の
支
援
が
あ
っ
た
。

Q
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
の
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
更
新
の

考
え
は
？

AA
更
新
の
考
え
は
な
い
。
県

東
部
に
４
台
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ

Ｔ
が
あ
る
。

Q
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
受
診
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
県
東
部
か
も

し
く
は
県
外
に
な
る
が
市
民

感
情
は
？

AA
今
ま
で
や
っ
て
い
た
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
非

常
に
残
念
に
思
う
が
、
限
ら

れ
た
財
源
か
ら
必
要
な
機
器

を
取
捨
選
択
す
る
中
で
調
整

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
納
得

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

Q
住
民
の
「
安
心
」
を
担
保

す
る
た
め
の
医
療
体
制
の
整

備
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考
え
て
い
る
か
。

AA
ま
ず
広
域
で
の
連
携
、
医

療
機
能
分
担
を
進
め
る
。
ま

た
医
療
従
事
者
の
育
成
が
重

要
で
、
医
療
を
目
指
す
学
生

を
増
や
す
た
め
に
小
中
高
校

生
を
対
象
と
し
た
医
療
教
育

に
も
力
を
入
れ
る
。

Q
浜
田
准
看
護
学
校
が
令
和

７
年
度
募
集
を
停
止
し
た
。

西
部
の
重
要
な
医
療
関
係
者

養
成
機
関
で
あ
り
存
続
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

AA
准
看
護
師
は
今
後
も
必
要

な
人
材
で
あ
り
、
養
成
施
設

は
県
西
部
と
し
て
も
必
要
性

が
高
い
。
医
師
会
と
十
分
協

議
し
て
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
人
口
減
少
対
策
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
課
題
と
推
進

すべての人に健康と福祉を
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沖田 真治

肥後 孝俊

川上 幾雄

三浦 大紀

質の高い教育をみんなに

働きがいも経済成長も

地域に開かれた学校からともにある学校へ

若手職員の定着を目指して

子どもたちのために小中学校の環境整備を

観光は地域活性化の好循環創出に欠かせない

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
導
入
に
伴
う
学
校
現
場
の

負
担
増
へ
の
対
策
は
？

A
こ
れ
ま
で
、
は
ま
だ
っ
子

共
育
推
進
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
学
校
と
地
域
が
と
も
に

活
動
す
る
地
域
学
校
活
動
を

進
め
て
い
る
。
全
く
新
し
い

取
組
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
見
直
し
な
が

ら
地
域
と
学
校
の
関
係
性
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
新
た
な
取
組

で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
負
担
感
の
軽
減
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

Q
負
担
軽
減
を
担
う
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
は
？

A
地
域
や
学
校
の
実
情
に
応

じ
た
地
域
学
校
協
働
活
動
の

企
画
・
立
案
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
・
確
保
な
ど

の
役
割
を
想
定
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
国
民
健
康
保
険
料
の
今
後

Q
市
職
員
の
過
去
５
年
間
に

お
け
る
40
歳
未
満
の
退
職
者

数
は
？

A
 38
人
で
あ
る
。

Q
そ
の
う
ち
在
籍
 10
年
未
満

の
退
職
者
数
は
？

A
 32
人
で
あ
る
。

Q
退
職
理
由
は
？

A
入
庁
前
後
で
業
務
に
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
て
転
職
を
決
意

す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

Q
退
職
を
防
ぐ
た
め
に
や
り

が
い
を
持
て
る
職
場
環
境
へ

の
改
善
が
必
要
で
は
？

A
人
事
評
価
の
結
果
を
参
考

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
自
己
申
告

書
に
基
づ
き
適
材
適
所
へ
の

配
置
を
行
っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
健
康
寿
命
延
伸
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
新
た
な
提
案

・
浜
田
市
に
お
け
る
観
光
・

交
流
戦
略

・
防
災
Ｄ
Ｘ
と
避
難
所

Q
市
内
小
中
学
校
の
施
設
営

繕
要
望
や
私
の
訪
問
調
査
で
、

全
体
で
１
７
９
件
の
不
全
が

あ
っ
た
。
学
校
環
境
へ
関
心

を
持
ち
、
目
を
向
け
て
い
た

だ
け
な
い
か
。
そ
し
て
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

A
学
校
の
環
境
を
整
え
る
の

は
行
政
の
責
任
、
財
源
の
確

保
を
行
い
な
が
ら
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
行
っ
て
い
る
。

Q
小
中
学
生
は
与
え
ら
れ
た

環
境
で
し
か
学
校
生
活
を
送

れ
な
い
。
そ
ん
な
環
境
で
育

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来

浜
田
は
良
か
っ
た
と
思
い
出

す
だ
ろ
う
か
。
十
分
と
は
言

わ
な
い
が
、
せ
め
て
当
た
り

前
の
環
境
で
勉
強
で
き
る
よ

う
に
し
な
い
か
。

A
学
校
環
境
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
取
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
大
阪
・
関
西
万
博
で
石
見

神
楽
の
公
演
が
内
定
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
浜
田
へ
の

誘
客
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

重
要
。
万
博
開
催
前
の
広
報

が
必
要
で
は
。

A
予
算
獲
得
に
取
組
む
。

Q
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
は

交
通
環
境
の
整
備
が
必
須
。

広
島
・
浜
田
間
の
バ
ス
が
減

便
傾
向
に
あ
る
中
で
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
（
一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
が
自
家
用
車
で
乗
客
を
有

償
で
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
）
の
導

入
が
有
効
で
は
。

A
広
島
広
域
都
市
圏
で
の
提

案
を
検
討
し
た
い
。

Q
食
は
観
光
の
重
要
な
要
素
。

旬
を
分
か
り
や
す
く
市
内
外

で
共
有
で
き
る
よ
う
、「
ア
ジ

月
間
」
や
「
ノ
ド
グ
ロ
月
間
」

の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
化
し
て

は
。

A
引
き
続
き
関
係
者
と
環
境

整
備
に
取
組
む
。
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串﨑 利行

村木 勝也

芦谷 英夫

小川 稔宏

産業と技術革新の基盤をつくろう

住み続けられるまちづくりを

クロスコンプライアンスとは？

公園に情報面のバリアフリー化も整備すべき

観光客誘致は地域資源の活用 そして推進体制

子どもの利益も人権も無視したJR西浜田駅舎

Q
農
林
水
産
省
で
は
令
和
６

年
度
か
ら
試
行
的
に
ク
ロ
ス

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
補
助

金
の
受
給
要
件
に
最
低
限
の

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
求

め
る
仕
組
み
）
を
導
入
す
る
。

農
業
の
生
産
現
場
で
は
ど
の

よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。

A
環
境
負
荷
低
減
の
実
践
が

義
務
化
さ
れ
る
。
具
体
的
に

は
以
下
の
７
項
目
。

①
適
正
な
施
肥

②
適
正
な
防
除

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減

④
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
防
止

⑤
廃
棄
物
の
抑
制
・
循
環
利

用
・
適
正
処
分

⑥
生
物
多
様
性
へ
の
悪
影
響

の
防
止

⑦
環
境
法
令
の
遵
守

本
格
実
施
後
は
事
業
実
施
年

度
ご
と
に
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
な
ど
で
報
告
が
必
要
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

Q
情
報
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
し
て
、
前
々
か
ら
提
言

し
て
い
る
、
都
市
公
園
な
ど

の
公
園
内
に
放
送
設
備
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
東
公
園
な
ど
あ
る
程
度
の

広
さ
を
持
っ
て
い
る
公
園
で

の
園
内
放
送
設
備
は
必
要
と

考
え
る
。
こ
れ
ら
の
公
園
に

は
野
球
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
既
存
放
送
設
備
が
あ
り
、

こ
の
機
器
を
活
用
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
放
送
設

備
は
、
音
が
一
部
に
し
か
届

か
な
い
。
さ
ら
に
今
後
は
、

文
字
や
図
を
情
報
と
し
て
、

電
子
看
板
や
公
園
内
の
施
設

な
ど
に
配
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置

図
な
ど
、
初
め
て
公
園
に
来

ら
れ
た
方
に
も
配
慮
し
た
表

示
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
今
後
、
既
存
の
表
示
施
設

を
更
新
す
る
際
に
検
討
す
る
。

Q
全
国
で
は
外
国
人
観
光
客

が
増
え
て
い
る
が
、
浜
田
市

が
低
調
な
理
由
は
。

A
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し

な
い
要
因
は
、
人
気
の
高
い

観
光
周
遊
ル
ー
ト
か
ら
外
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
周
遊

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

よ
る
、
浜
田
市
へ
の
誘
客
は
。

A
市
で
は
令
和
４
年
度
か
ら

宿
泊
施
設
で
利
用
で
き
る
ク

ー
ポ
ン
の
取
り
扱
い
を
始
め
、

令
和
６
年
度
は
美
肌
温
泉
、

食
、
石
見
神
楽
な
ど
ク
ー
ポ

ン
の
受
付
を
開
始
し
た
。

Q
観
光
推
進
母
体
の
強
化
が

必
要
で
、
観
光
地
域
づ
く
り

法
人
へ
の
参
加
の
考
え
は
。

A
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、

観
光
連
盟
で
は
観
光
消
費
拡

大
を
目
指
し
、
外
部
人
材
の

活
用
な
ど
に
よ
り
効
果
的
な

誘
客
施
策
を
進
め
る
。

Q
ト
イ
レ
は
撤
去
さ
れ
雨
風

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
」
に
程
遠

く
人
権
侵
害
と
も
い
え
る
状

態
に
な
っ
た
経
緯
を
聞
く
。

A
Ｊ
Ｒ
の
シ
ン
プ
ル
化
に
伴

う
取
組
で
あ
る
。
市
は
Ｊ
Ｒ

に
ホ
ー
ム
待
合
室
や
ト
イ
レ

設
置
、
十
分
な
広
さ
と
風
雨

を
防
ぐ
対
策
な
ど
を
要
望
し

た
が
、
結
果
的
に
現
在
の
待

合
室
の
み
と
な
っ
た
。
や
む

を
得
ず
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
ト
イ
レ
の
使
用
や
簡
易

水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革

・
運
転
手
確
保
の
補
助
金
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西田 清久

柳楽 真智子

気候変動に具体的な対策を

「熱中症」は新たな災害！対策に先手を‼

安心につながる防災・減災対策を

Q
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
夏
場
に
お
い
て
冷
房
設
備

を
備
え
た
公
共
施
設
を
市
民

の
一
時
的
休
息
所
「
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
と
し
て

開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
は
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
、
市

民
が
避
難
で
き
る
涼
し
い
場

所
で
、
市
民
の
安
全
や
健
康

を
守
る
た
め
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
高

齢
者
の
集
い
に
リ
ス
ク
は
避

け
ら
れ
な
い
。
通
常
の
予
算

枠
で
対
応
で
き
な
い
緊
急
措

置
と
し
て
の
「
夏
場
対
策
緊

急
予
算
枠
」
を
創
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

A
予
算
枠
を
新
た
に
設
け
る

の
は
、
災
害
の
よ
う
な
緊
急

性
の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

現
行
の
予
算
措
置
の
中
で
確

保
す
る
。

Q
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
は
、
３
月
定

例
会
議
の
予
算
審
査
の
際
に

作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
。
作
成
さ
れ
て
い

な
い
理
由
は
。

A
受
け
入
れ
対
象
者
は
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、

乳
幼
児
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

地
区
防
災
計
画
や
避
難
行
動

要
支
援
者
ご
と
に
作
成
す
る

個
別
避
難
計
画
と
の
整
合
性

も
視
野
に
入
れ
、
策
定
に
取

組
む
。

Q
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
配
布
す
る
際
に

は
、
配
布
し
て
終
わ
り
で
は

効
果
が
薄
い
と
考
え
る
。
配

布
後
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
ご
と
の
説
明
会
を
実
施
で

き
な
い
か
。

A
令
和
７
年
３
月
の
新
た
な

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布
時
に

は
各
種
会
議
で
の
説
明
後
、

小
さ
い
単
位
で
考
え
る
。

永見 利久

上野 茂

陸の豊かさも守ろう

住み続けられるまちづくりを

農地維持・後継者確保の道筋は

このままでは地域が減退する!!

Q
地
域
農
業
を
維
持
す
る
た

め
の
「
地
域
計
画
」
と
は
。

A
地
域
農
業
の
将
来
の
在
り

方
を
示
し
た
従
来
の
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
、
農
地
一

筆
ご
と
10
年
後
の
耕
作
者
を

示
し
た
「
目
標
地
図
」
を
添

付
し
、
市
の
公
告
・
縦
覧
を

経
て
計
画
策
定
す
る
も
の
。

Q
農
地
維
持
の
対
策
は
。

A
高
齢
化
で
個
人
農
家
は
さ

ら
に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

兼
業
農
家
な
ど
個
人
農
家
に

対
し
て
有
機
米
へ
の
転
換
を

進
め
、
限
ら
れ
た
経
営
規
模

の
中
で
収
益
性
を
高
め
る
営

農
活
動
を
進
め
て
い
く
。

Q
農
家
の
後
継
者
対
策
は
。

A
農
地
集
積
や
法
人
の
合
併
、

広
域
連
携
の
取
組
を
進
め
収

益
性
を
向
上
さ
せ
、
農
業
研

修
生
や
今
年
か
ら
取
組
ん
で

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
を
通
じ
て
後
継
者
確
保
に

つ
な
げ
て
い
く
。

Q
「
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
い

け
な
い
」「
乗
車
券
も
す
ぐ
な

く
な
る
」
と
い
う
声
が
増
え

て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

A
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
は

ド
ア
Ｔ
ｏ
ド
ア
、
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
病
院
、

買
い
物
な
ど
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
。
敬
老
福
祉

乗
車
券
は
利
用
者
か
ら
の
意

見
で
昨
年
に
続
き
令
和
６
年

度
も
５
冊
引
き
上
げ
る
。

Q
農
業
資
材
や
金
融
機
関
の

窓
口
、
商
店
も
縮
小
、
廃
止

な
ど
地
域
が
減
退
し
、
ま
す

ま
す
過
疎
化
が
進
む
の
で
は
。

A
中
山
間
地
域
で
は
、
金
融

機
関
の
統
合
や
商
店
の
廃
業

に
よ
り
、
不
便
さ
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ど
こ
に
住

ん
で
も
、
行
先
や
目
的
な
ど

に
応
じ
、
出
掛
け
た
い
と
き

に
外
出
で
き
る
、
生
活
に
必

要
な
交
通
手
段
を
維
持
・
確

保
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

08



NEWS

01

NEWS

02

浜田市議会石見神楽振興議員連盟の活動の軌跡

こどもの権利を考える
議員連盟として
シンポジウムに参加

市議会議員全員が加盟して石見神楽振興議員連盟が発足し
て１年が経過しました。令和５年は石見の財産である「日
本遺産　石見神楽」を地域の誇りとして守り、世界へ発信
するよう活動方針を定め行動しました。その活動方針とし
て「神楽団体の運営支援」「後継者育成支援」「神楽産業の
浜田市文化財指定の実現」などの課題について真剣に議論し、
各神楽協議会の方々の現場の声に耳を傾けてまいりました。
その結果、令和５年７月には「石見神楽蛇胴」の製作技術が議連としても念願の浜田市文化財指定を
受けたところです。その後、本年度予算提案において市長から「石見神楽伝承施設」の提案がありま
したが、当議連としては建物ありきの計画ではなく、未来へ向けて伝承すべき内容に関してしっかり
議論するためにも専門部署を設置すべきと提案したところ、当議連の意見を反映し「神楽文化伝承室」
が誕生しました。現在は当議連と神楽文化伝承室で、石見神楽伝承・情報発信のための議論を毎月実
施しています。
また行政視察で浜田市議会を訪問される中国地方以外の議員に対し、議員と市職員が協力して「石見
神楽　恵比須」を上演してお迎えしています。大変好評をいただき浜田市の大きなPRとなっています。
議連としても浜田市の観光戦略にも引き続き協力していきたいと考えています。
構成員：川神（会長）、西田（副会長）、布施（事務局長）、その他全議員

２月に東京の小金井市で、「地方自治と子ども施策」
全国自治体 シンポジウムが開催されました。こども
施策のあり方や、こどもにやさしいまちづくりの展望
などについて、自治体関係者と研究者・専門家などが
集まって情報・意見交換や研修を行う貴重な機会と
なっています。こどもの権利を考える議員連盟のメン
バーも５人参加しました。

後日の振り返りでは、 「こどもの権利を考えることは、市民全体の権利を考えること」「主権者教育の
考え方を整理する必要がある」など多くの気付きとともに、現状の課題も共有されました。
４月にこども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していこうと「こども基本法」が制定されました。
とはいえ周知もまだまだ。制度の強化も必要です。そして、現場では、こどもの声を聞く環境整備を
急がなくてはいけません。
現在浜田市では、第三期こども子育て支援事業計画を策定中です。状況を注視しながら、浜田でもこ
どもまんなかの社会を目指して、引き続き調査研究していきます。
構成員：三浦（会長）、村武（事務局長）、牛尾、小川、柳楽、村木、肥後

はまだ議会
ニ ュ ース
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第14回

―
―
倉
庫
の
前
か
ら
始
ま
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
伺
い
ま
し
た
。

門
田　
僕
は
魚
が
と
て
も
好

き
な
ん
で
す
が
、
旬
の
ア
ジ

を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
で

仲
間
に
声
を
掛
け
た
の
が
5

年
前
。
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
よ

り
Ｂ
Ｂ
Ｑ
み
た
い
な
感
じ
で

し
た
ね
。
そ
の
時
の
仕
入
れ

を
栂
野
さ
ん
に
相
談
し
た
ん

で
す
。
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い

ん
で
す
よ
、
浜
田
の
ア
ジ
。

そ
れ
で
、
ま
た
翌
年
も
ど
ん

ち
っ
ち
ア
ジ
の
時
期
に
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
３

回
目
か
ら
は
、
少
量
で
す
が

販
売
し
て
提
供
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

栂
野
　
最
初
の
時
、
ア
ジ
を

30
匹
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
、

一
般
家
庭
の
食
卓
に
あ
げ
る

量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
何

用
な
の
か
気
に
な
っ
た
ん
で

す
。
楽
し
い
こ
と
が
好
き
で

す
か
ら
、
す
ぐ
に
自
分
も
仲

間
に
入
れ
て
と
お
願
い
し
ま

し
た
。

―
―
規
模
を
大
き
く
し
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で

す
か
？

門
田
　
ど
う
や
っ
た
ら
浜
田

に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
頭

仲
間
と
の
出
会
い
で
実
現
し
た
祭
り

魚
と
ま
ち
へ
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
食
の
祭
典

～
山
陰
浜
田
港
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
祭
り
～

山
陰
浜
田
港
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
祭
り
実
行
委
員
会
　
委 

員 

長
　
門
田
　
秀
一 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
栂
野
　
恭
範 

さ
ん

６月１日に開催された「山陰浜田港どんちっちアジ祭り」
の実行委員会の門田委員長と栂野副委員長にお話を伺
いました。たくさんの人が関わるイベントに成長した
背景には、まちに対する強い思いがありました。

（聞き手：川神裕司、三浦大紀）
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り
ま
す
。
お
い
し
い
餌
が

育
っ
て
そ
れ
を
食
べ
て
い
ま

す
か
ら
ね
。
浜
田
の
人
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
で
す
が
、

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

門
田　
浜
田
を
代
表
す
る
祭

り
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

ア
ジ
の
魅
力
も
そ
う
で
す
が
、

浜
田
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
自
分
た
ち
だ
け
で

は
大
き
い
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
。
浜
田
の
皆
さ
ん
に

も
一
緒
に
育
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
ま
す
！

栂
野　
こ
れ
ま
で
食
育
活
動

に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

魚
食
文
化
の
普
及
の
一
環
と

し
て
も
良
い
機
会
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
忘
れ
か
け
て
い

た
本
当
の
お
い
し
さ
を
改
め

て
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
祭
り
を
通
じ
て
、「
浜
田

の
ア
ジ
」
を
広
め
た
い
で
す

ね
。
進
学
な
ど
で
浜
田
を
離

れ
た
人
た
ち
に
も
思
い
出
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
の
一
つ

に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

―
―
こ
の
た
び
の
祭
り
を
振

り
返
っ
て
の
感
想
は
？

門
田　
昨
年
用
意
し
た
の
は

２
０
０
匹
。
今
年
は
６
０
０

匹
。
規
模
を
大
き
く
す
る
に

当
た
っ
て
、
実
行
委
員
会
を

作
っ
た
ん
で
す
。
み
ん
な
で

相
談
し
て
決
め
た
量
で
す
が
、

集
客
が
不
安
で
…
。
で
も
頑

張
ろ
う
と
。
本
当
に
多
く
の

市
内
外
の
方
々
が
来
て
く
だ

さ
っ
て
泣
き
そ
う
で
し
た
。

栂
野　

私
も
不
安
で
し
た
。

来
場
さ
れ
る
様
子
を
見
な
が

ら
ア
ジ
を
用
意
し
て
い
く
の

が
私
の
仕
事
な
ん
で
す
が
、

当
日
は
完
売
で
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
ね
。
最
高
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
お
い
し
い
ア
ジ
を

堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
串
打
ち
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
手
間
は

か
か
り
ま
す
が
、
焼
き
上
が

り
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

―
―
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

栂
野　
い
ろ
ん
な
メ
ン
バ
ー

が
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
心
強
い
で
す
よ
。
み
ん
な

自
分
か
ら
動
く
ん
で
す
。
串

に
い
つ
も
あ
っ
た
ん
で
す
。

浜
田
の
魚
は
本
当
に
お
い
し

い
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
た
く

さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら
え

る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
ら

喜
ん
で
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

最
初
に
集
ま
っ
た
時
は
、
10

年
後
く
ら
い
に
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
し
よ
う
と
話
を
し
て

い
た
ん
で
す
が
、
5
年
で
こ

こ
ま
で
で
き
て
…
自
分
で
も

驚
い
て
い
ま
す
。

栂
野　
当
時
話
し
た
時
に
は

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
ね
。
私

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
ん
で
す
が
、
行
動
に

移
せ
て
い
な
か
っ
た
。
い
い

仲
間
が
見
つ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

右：門田  秀一（かどた しゅういち）さん
令和４年、アジ祭り実行委員会を設立し委員長を務
める。門田産業㈲専務取締役。浜田亀山ライオンズ
クラブ会員。

左：栂野  恭範（とがの やすのり）さん
令和4年、アジ祭り実行委員会を設立し副委員長を
務める。渡辺鮮魚㈱代表取締役。浜田亀山ライオン
ズクラブ会員。

お
い
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に

手
間
を
惜
し
ま
な
い

「
浜
田
の
ア
ジ
」
を
広
め
た
い

打
ち
も
難
し
く
は
あ
る
ん
で

す
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
ん
で

い
る
感
じ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

門
田　
浜
田
高
校
・
水
産
高

校
の
生
徒
さ
ん
が
20
人
も
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日

は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
楽

し
そ
う
だ
っ
た
の
が
何
よ
り

で
し
た
。
串
打
ち
が
す
ご
く

上
手
な
生
徒
さ
ん
も
い
た
ん

で
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
に
と
お

願
い
し
て
お
き
ま
し
た
。
ブ

ラ
ン
ド
名
に
「
ど
ん
ち
っ
ち
」

と
あ
る
の
は
、
海
や
魚
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
子
ど
も

た
ち
に
も
伝
え
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
同
じ
思
い
が
あ

る
の
で
、
と
て
も
良
い
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。
来
年
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

―
―
ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
（
浜

田
の
魚
）
の
魅
力
は
？

栂
野　
バ
タ
ー
の
よ
う
な
脂

が
の
っ
て
ま
す
。
同
一
種
で

あ
っ
て
も
全
然
違
い
ま
す
よ
。

限
ら
れ
た
海
域
で
底
び
き
で

獲
れ
る
魚
が
浜
田
に
は
揚
が
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今年も地域井戸端会を５月に市内28カ所で開催しました。昨年に比べ約20％増の延べ235人の方にご参加い
ただき誠にありがとうございました。当日は、用意したテーマに基づいた意見や自由な意見などを伺い、活発
な意見交換ができ、地域への思いや課題を住民と議員が情報共有しました。

委員会でのまとめを、各会場に掲示しています。また、浜田市議会ホームページにも掲載しています。

会場で伺ったご意見を一部紹介します

参加された方の感想

地域井戸端会を開催しました

地域交通について
〜移動の自由をどうつくるか〜

地域産業の問題点と課題について

市の環境施策や環境に配慮した
市民活動の在り方について

自由意見

・まちづくり委員会であいのりタクシーの予約受付は困
難である

・コミュニティワゴンを運行しているが、運行者の担い
手が不足

・交通の問題は高齢者だけでなく高校生など若者にもある
・デマンドバス利用が減っているので検討が必要である
・福祉バスの拡充、スクールバスの一般乗車を希望する

・農業の大型機械購入など個人で農業をすることが困難
である

・旭温泉の観光振興、温泉を中心とした住民のまとまり
が必要

・観光協会での案内方法について再検討を希望する
・ゆうひパーク浜田やお魚市場の地元利用を増やす仕組
みを検討

・農業の担い手不足に危機感を感じている

・ 議員に素直に聞いてもらい良かった。少しでも意見が生かされるとうれしい。　　
・ 参加者が増えるようにしてほしい。テーマや広報について検討が必要。
・ 体験、年代などでいろいろな意見があり、新たな気付きがあった。この会を継続してほしい。
・ 皆さん地域のことを本気で考えておられることが再認識できて良かった。
・ 子どもたちが浜田市に興味を持つような家庭にしたいと思った。

・食品ロスについて市民に推進する必要がある
・環境教育を積極的に実施してほしい
・独居高齢者のごみ出しに不安を感じている
・地域の高齢化人口減少により、草刈りや溝掃除が困難
になっている

・地域の河川清掃活動や環境問題意識向上の取組が必要
ではないか

・子どもの遊び場の整備など子育てしやすいまちにしてほ
しい

・ふれあい広場や運動公園のトイレが汚いので検討してほ
しい

・認知症になっても交流できる場があれば支え合えるので
はないか

・水産業について視野を広く持って港の振興を考えてほしい
・駅前開発について都市計画をしっかり立て再開発をして
ほしい
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第４回第４回ははままだだ市市民民一一日日議議会会
!!!!

日時
令和６年

10月20日（日） 午後２時から

会場
浜田市議会
本会議場（浜田市役所5階）

発言
定員 10人

※応募者多数の場合、初めて申し込まれる方を優先し、抽選を行います。
※詳細は折り込みのチラシをご覧ください。

ぎかいポストに寄せられた意見へ回答

全てのご意見・ご要望と回答はホームページ上で公開しています。
各まちづくりセンターに、意見・ご要望用紙を「ぎかいポスト」とともに設置しておりますので
ご投函ください。ウェブからも受け付けております。

ごみの分別が多い。

アパートの家賃が高いです。

スターバックスやCoCo壱などのお店が、もう少しほしいなと思います。

日頃、ごみの分別にご協力をいただきありがとうございます。おかげさまで、浜田市のごみの量は減少傾向
にあります。
焼却の効率にも影響することから、ごみを減らせるよう、引き続き分別へのご理解をよろしくお願いいたします。
ごみ処理に関する先進自治体の視察も予定しており、適切なごみの分別や処理について引き続き研究してい
きます。	 （福祉環境委員会）

民間事業者が経営されているアパート賃料は市場原理で成り立っており、議会として賃料への干渉はできか
ねるところです。公営アパートの現状や利用可能な情報が広く発信されるよう、執行部へ申し入れます。
	 （産業建設委員会）

市内のお店については委員会でも協議しており、今後も継続して市内のお店が成り立つ方策を検討してまい
ります。	 （産業建設委員会）

ご意見

ご意見

ご意見

対応経過及び結果

対応経過及び結果

対応経過及び結果
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浜田市を走る交通機関は、JR、石見交通バスのほか、市が運行する生活路線バスや予約型乗合タクシー、
まちづくり推進委員会によるあいのりタクシー、自治会による輸送などが運行されています。
令和５年度の実績によると、市が運行する生活路線バスは１便当たり1.8人、予約型乗合タクシーは１便当
たり1.0人の利用にとどまっており、効率面に課題が見られます。
一方、地域からは交通に対して、運行の便数、日数および時間帯の改善、市街地や益田市・邑南町・川本
町など周辺市町へ乗り入れができるように、といった利便性の向上を求める声が寄せられています。
当委員会として、
これらの実情や市
民の声を受け止め、
生活に密着した使
いやすい交通とな
るよう、取組課題
として検討してま
いります。

レポート

福祉環境委員会

総務文教委員会

産業建設委員会
環境分野に注力を

市民生活を支える交通を！

鳥取市の道の駅、岡山市の酒蔵を活用した
多目的施設を視察当委員会はこれまでの活動を振り返り、

環境問題に関する市民の声を広く伺う機
会が不足していたのではないかとの思いで、
５月に実施した地域井戸端会のテーマを
「市の環境施策や環境に配慮した市民活動
の在り方について」と設定しました。地
域井戸端会の各会場にて多くの方から貴
重なご意見を頂き、市民の皆さまの環境
保全に対する高い関心があることを認識
しました。
今後の委員会活動では、寄せられた意見
を基により良い環境施策を調査研究し、
再生可能エネルギーの活用、廃棄物削減、
地域環境保全などの課題に対する実効性
のある政策を考え、市に対し提案してい
きます。

当委員会では、これまでの所管事務調査を補完するた
めに鳥取市の「道の駅 西いなば気楽里」を、三桜酒造
跡地にある酒蔵の活用を検討するために岡山市の「か
ながわSAKAGURA」を視察しました。
道の駅については「まちづくりや観光の拠点」「地域産
業との連携」「よその道の駅との差別化」「民間活力に
よる経営」「利益を生み出し地域に還元」などをゆうひ
パーク浜田に対して求めるべきとまとめ、「どのような
組織が運営するのか、運営組織の力量をどのように判
断するか」が重要と感じました。
また、三桜酒造跡地検討に対しては「ここに酒蔵が存
在しており酒蔵が地域経済の一役をなしていたという
歴史」「酒蔵という構造物が持つ空間や趣を生かす」「地
域のニーズを生かす」などが必要と思うとともに、活
かされることを期待します。

高齢者等

市内のタクシー事業者や
貸切バス事業者 地区まちづくり推進委員会運行の手配

利用者の輸送 利用
申込

運行計画や利用方法の案内

貸切運送
契約

タクシーなどに
みんなで「あいのり」で

お出かけ！
・ニーズ調査
・運行計画の立案
・運行会社との調整

あいのり
タクシーの
イメージ図
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当特別委員会では、毎月１回以上のペースで複数の議題をもって
委員会を開催し、一定期間の調査研究により各検討項目を結論に
導いています。
今回は議会図書室の活用について報告します。地方自治法第100
条第19項の規定により、浜田市議会に図書室が設置してあります。
しかしながら、今までこの図書室の活用がほとんどありませんで
した。また図書室の存在もあまり知られていませんでした。
そこで「議会図書室の活用」について調査研究を進め、活用案の一つとして、議員が所有する書籍を勧め
る理由など一言コメントも添えて図書室に提供し、他の議員も読むことができる取組として「シェアする
議会本棚」を開設することとしました。それぞれの議員の興味関心を持つ分野の書籍を共有することで、
問題意識が共有され、議員の資質向上につながることを期待します。

委員会活動
議会運営委員会

議会改革推進特別委員会

議会広報広聴委員会
分かりやすい議会・
議員活動を検討

議会図書室に「シェアする議会本棚」⁉

浜田市議会の広報について

浜田市特別職報酬等審議会の答申を受
け、令和６年度から政務活動費が年間
24万円に増額となりました。審議会から
の付記事項として、議員により執行率に
隔たりがあることから、積極的な活用に
努めるとともに、対象となる経費や支給
要件の検討と、活用を具体的に示すこと
が求められました。これを受け現在、報
告書の改善や四半期ごとの交付も可とす
ることを決定し、今後も説明責任を果た
せる政務活動費の活用を検討してまいり
ます。また、さまざまなことがオンライ
ン化される現状に対応するために、請願・
陳情のオンライン提出を認め、受付後の
取り扱いについては提出方法（持参・オ
ンライン・郵送）による差を設けないこ
ととしました。今後、取り扱い方法を検
討してまいります。

当委員会では５月に実施した地域井戸端会や10月に開催
予定のはまだ市民一日議会などで市民の皆さまからの意
見を伺う広聴機能を充実させています。
そして頂いたご意見の内容やその後の経過などを知って
いただくためにこの議会だよりの紙面やホームページな
どで発信しています。
この冊子は年４回発行し、それ以外の月にはウェブ版の「は
まだ議会だよりmini」をホームページに掲載し、よりタ
イムリーな情報をお届けしています。miniには議員のつ
ぶやきや議長日誌も掲載し、
気軽に読んでいただける内容
です。miniはウェブ版ですが、
まちづくりセンターや郵便局
にも掲示しています。ぜひご
覧になってください。
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８月１日の31号はご覧いただけましたでしょう
か。miniは浜田市議会ホームページにウェブ版
として掲載していますのでぜひご覧ください。
次号は10月１日に発行予定です。

はまだ議会だより

miniも
見てね

・８月30日㈮　開会
・９月２日㈪～９月５日㈭　一般質問
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。

9月
定例会議の

予定

次号（Vol.75）は
11月１日発行予定です。

表紙に
ついて

こども美術館の創作室前で目に留まった、アイルランドの児童が描いた作品「フルーツの
ボウル」。
毎週土･日と祝日の午後にホリデー創作活動が行われています。浜田の楽しい休日の過ご
し方ですね。
９月23日（月）まで「海とあそぶアート展」を開催中です。

ま
た
た
く
光
を
放
ち
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
。
以
前
は
家
の
中
に
も
飛
び

込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ホ
タ
ル
が
少
な
く
な
り
自
然
環
境

を
守
り
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

地
域
井
戸
端
会
を
開
催
し
延
べ

２
３
５
人
と
こ
れ
ま
で
で
最
も
多

く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

頂
い
た
貴
重
な
意
見
は
、
各
委
員

会
で
協
議
し
、
ま
と
め
た
内
容
を

各
会
場
へ
掲
示
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、「
は
ま
だ
市
民
一
日
議
会
」

の
開
催
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
催
は
10
月
20
日
㈰
、
申
込
み
締

切
り
９
月
９
日
㈪
17
時
必
着
で
す
。

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
暮
ら

し
と
つ
な
が
る
市
議
会
に
向
け
頑

張
り
ま
す
。

（
記　
上
野　
　
茂
）

議長の笹田です。今回は、議会に係る手続きのオンライン化の推進とそれに伴う陳情
の取り扱いについてお話しします。
令和６年４月１日施行の改正地方自治法により、議会に係るさまざまな手続きをオン
ラインで行うことが可能となりました。実際にオンラインによる手続き方法を採用す

る場合には、各議会の会議規則や条例などを改正する必要がありますが、まずは、市民に身近な請願や陳情の
オンライン提出について、議会運営委員会で協議いたしました。
陳情の取り扱いは、各議会によって異なっており、浜田市議会では、持参された陳情は委員会に付託し審査し
ます。ただし、浜田市議会陳情書取扱基準に照らし合わせ、陳情内容によっては審査を行わず、議員へ配付す
るものもあります。一方、郵送された陳情は審査を行わず、担当委員会へ配付する取り扱いとしており、また、
オンラインによる提出も認めておらず、提出方法によって取り扱いが異なっていました。
議会運営委員会で協議の結果、多様な住民が議会に関わる機会を広げる観点や議会運営の合理化を図る観点か
ら、オンラインでの請願や陳情の受付も可能とし、かつ、持参・郵送・オンラインといった提出方法に関わらず、
全て大切な住民からの要望として、同じように取り扱うこととしました。
今後は、より多くの住民の議会への参画や住民に開かれた議会の実現という視点を大切にして、具体的にどの
ように取り扱うかをしっかり議論していきます。

議長からのメッセージ


